
�

渡
辺
大
三
（
情
報
公
開
）

❶
新
市
庁
舎
の
床
面
積
を
現
状
と

同
程
度
に
据
え
置
け
ば
、
追
加
財
源

を
投
下
し
な
く
て
も
、
図
書
館
本
館

は
床
面
積
を
大
幅
に
増
や
し
て
建
て

替
え
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
。
市
長

は
決
断
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
例
え

ば
、
１
階
２
階
を
図
書
館
で
、
３
階

か
ら
上
を
庁
舎
で
も
い
い
と
思
う
。

庁
舎
建
設
等
担
当
部
長　

庁
舎
の

�

村
山
ひ
で
き
（
市
議
会
民
進
党
）

❶
来
年
10
月
１
日
に
小
金
井
市
は

市
制
施
行
60
周
年
を
迎
え
る
。
ア
多

く
の
市
民
が
参
加
で
き
る
メ
イ
ン
イ

ベ
ン
ト
の
取
組
状
況
は
。
イ
来
年
に

周
年
を
迎
え
る
団
体
や
イ
ベ
ン
ト
も

多
い
。
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
き
る

冠
事
業
や
補
助
金
ア
ッ
プ
の
検
討
を
。

ウ
市
井
で
活
躍
す
る
市
民
こ
そ
推
薦

し
て
功
労
者
表
彰
を
す
べ
き
。
エ
名

�

白
井　

亨
（
こ
が
お
も
）

小
金
井
市
は
、
長
期
的
な
ビ
ジ
ョ

ン
が
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
、
行
き
当

た
り
ば
っ
た
り
で
非
効
率
な
行
政
運

営
が
行
わ
れ
て
き
た
と
指
摘
し
て
き

た
。
公
共
施
設
の
総
合
的
な
管
理
計

画
は
定
め
た
も
の
の
、
具
体
的
な
施

設
計
画
の
策
定
は
こ
れ
か
ら
に
な
る
。

し
か
し
、
例
え
ば
、
個
々
の
学
校
に

お
け
る
改
修
等
の
個
別
最
適
と
、
市

床
面
積
の
削
減
は
効
果
的
で
は
あ
る

が
、
床
面
積
の
縮
減
に
こ
だ
わ
り
過

ぎ
る
余
り
、
市
民
が
使
い
に
く
い
庁

舎
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

生
涯
学
習
部
長　

将
来
的
に
教
育

委
員
会
と
し
て
適
切
に
検
討
し
、
整

備
方
針
を
定
め
て
い
く
。

❷
大
規
模
店
舗
閉
店
後
の
武
蔵
小

金
井
駅
北
口
の
ま
ち
づ
く
り
は
。

ま
ち
づ
く
り
担
当
部
長　

北
口
は
、

誉
市
民
を
選
定
し
な
い
か
。

企
画
財
政
部
長　

ア
庁
内
に
て
検

討
中
。
イ
調
整
を
進
め
る
中
で
協
議

す
る
。
エ
名
誉
市
民
条
例
に
基
づ
き

選
考
委
員
会
の
設
置
等
、
準
備
を
進

め
た
い
。

広
報
秘
書
課
長　

ウ
功
労
者
は
市

報
等
を
通
じ
て
募
集
を
す
る
予
定
。

❷
投
票
は
民
主
主
義
の
根
幹
。
低

投
票
率
に
危
機
感
を
持
ち
、
投
票
率

の
全
体
設
計
の
中
で
小
学
校
単
位
を

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
区
化
す
る
構
想
に
基

づ
い
た
学
校
施
設
の
複
合
化
と
い
う

全
体
最
適
は
、
そ
の
調
整
に
当
た
っ

て
の
根
拠
が
必
要
と
な
る
。
来
年
度

は
、
総
合
計
画
や
都
市
計
画
、
子
育

て
、
産
業
振
興
、
総
合
戦
略
な
ど
、

重
要
な
計
画
の
改
訂
に
向
け
た
準
備

に
入
る
タ
イ
ミ
ン
グ
に
あ
る
。
来
年

度
中
に
皆
が
共
有
で
き
る
目
指
す
ま

補
償
費
が
膨
大
で
、
建
築
費
も
高
騰

し
、
事
業
採
算
性
が
極
め
て
厳
し
い
。

再
開
発
に
捉
わ
れ
ず
、
様
々
な
観
点

で
の
再
検
討
が
必
要
と
な
る
。

❸
Ｊ
Ｒ
中
央
線
高
架
下
の
ラ
ン
ブ

リ
ン
グ
ウ
ォ
ー
ク
（
歩
道
状
通
路
）

が
保
育
園
の
と
こ
ろ
で
切
れ
て
い
る
。

前
々
か
ら
要
望
を
繰
り
返
し
て
い
る

が
、
全
部
つ
な
げ
て
ほ
し
い
。

都
市
整
備
部
長　

市
が
独
自
に
自

ら
の
費
用
で
設
置
で
き
る
か
、
Ｊ
Ｒ

と
意
見
交
換
し
て
い
る
。

■
そ
の
他
、「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
（
訪

日
外
国
人
客
）
対
応
の
充
実
に
向
け

て
」
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

を
高
め
る
努
力
が
必
要
。
ア
マ
ロ
ン

ホ
ー
ル
で
の
期
日
前
投
票
所
が
好
評
。

２
日
間
の
実
施
日
の
拡
大
を
。
イ
静

岡
市
や
八
王
子
市
の
よ
う
に
、
高
校

生
や
大
学
生
を
選
挙
関
連
事
務
に
参

加
で
き
る
よ
う
に
し
て
人
員
確
保
を

行
い
つ
つ
、
選
挙
啓
発
を
し
て
み
な

い
か
。
ウ
駅
前
施
設
、
大
型
ス
ー
パ

ー
、
市
域
の
南
側
で
期
日
前
投
票
所

を
設
け
な
い
か
。

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
長　

ア

今
後
の
投
票
状
況
や
他
市
を
参
考
に

検
討
す
る
。
イ
若
年
層
へ
の
啓
発
は

必
要
。
他
市
事
例
等
を
研
究
す
る
。

ウ
新
庁
舎
建
設
に
伴
い
、
研
究
す
る
。

ち
の
将
来
像
、
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定
す

る
べ
き
で
は
な
い
か
。

企
画
財
政
部
長　

来
年
度
は
非
常

に
重
要
な
年
で
あ
る
。
今
後
の
第
５

次
基
本
構
想
を
策
定
し
て
い
く
プ
ロ

セ
ス
の
中
に
位
置
づ
け
て
考
え
て
も
、

提
案
さ
れ
た
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
な

が
る
も
の
だ
と
思
う
。
市
制
施
行
60

周
年
を
迎
え
る
中
、
子
ど
も
、
若
者

等
が
議
論
に
参
加
で
き
る
グ
ラ
ン
ド

デ
ザ
イ
ン
策
定
に
向
け
た
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
を
開
催
し
て
い
く
こ
と
等
も

検
討
し
て
い
る
。
長
期
総
合
計
画
等

の
策
定
へ
の
基
本
的
な
考
え
方
を
整

理
す
る
際
の
参
考
に
し
た
い
。

�
板
倉
真
也
（
日
本
共
産
党
）

ア
木
造
住
宅
耐
震
化
助
成
制
度
の

補
助
率
、
額
を
引
き
上
げ
る
べ
き
。

イ
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
の
創

設
に
向
け
た
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か
。
ウ
賃
金
条
項
を
含

む
公
契
約
条
例
の
早
期
制
定
に
向
け

た
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
明
確
に
す
べ
き
。

ま
ち
づ
く
り
担
当
部
長　

ア
補
助

率
、
金
額
は
多
摩
26
市
の
中
で
見
る

�

坂
井
え
つ
子
（
緑
・
市
民
自
治
）

ア
庁
内
検
討
に
入
っ
た
（
仮
称
）

障
害
者
差
別
解
消
条
例
に
つ
い
て
。

条
例
案
が
議
会
に
上
程
さ
れ
た
際
に

は
、
庁
内
検
討
前
後
の
変
化
に
着
目

し
て
い
き
た
い
。
制
定
及
び
議
会
へ

上
程
さ
れ
る
時
期
は
。
イ
福
祉
売
店

「
り
ん
く
の
店
」
閉
店
か
ら
１
年
半
。

代
替
場
所
の
確
保
等
の
現
状
は
。
ウ

市
報
こ
が
ね
い
音
訳
版
、
声
の
広
報

�

斎
藤
康
夫
（
市
民
会
議
）

❶
ど
ん
な
に
素
晴
ら
し
い
政
策
や

計
画
も
財
政
の
裏
付
け
が
な
け
れ
ば

執
行
で
き
な
い
。
財
政
健
全
化
は
市

の
最
優
先
課
題
で
あ
る
。
小
金
井
市

に
と
っ
て
財
源
の
大
き
な
柱
は
、
市

税
収
入
を
含
め
２
本
で
あ
る
。
今
回

は
も
う
ひ
と
つ
の
柱
で
あ
る
国
庫
・

都
支
出
金
に
つ
い
て
質
問
を
す
る
。

負
担
金
・
委
託
金
、
特
に
補
助
金
の

と
同
程
度
の
自
治
体
も
複
数
あ
り
、

本
市
が
特
に
少
な
い
と
い
う
状
態
に

は
至
っ
て
い
な
い
。
イ
具
体
的
に
な

っ
て
い
な
い
。
理
由
は
、
実
施
事
例

が
近
隣
市
に
な
く
、
一
般
リ
フ
ォ
ー

ム
に
つ
い
て
は
都
や
国
の
交
付
金
対

象
と
な
っ
て
い
な
い
た
め
。
次
期
住

宅
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
見
直
し
の
際

に
は
、
住
宅
政
策
全
体
の
動
向
を
踏

ま
え
つ
つ
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
に
つ

「
こ
だ
ま
」
の
今
一
度
の
周
知
を
。

エ
相
模
原
の
障
が
い
者
殺
傷
事
件
か

ら
１
年
余
。
先
送
り
に
な
っ
て
い
る

市
長
見
解
は
い
つ
出
る
の
か
。
12
月

の
障
害
者
週
間
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
述

べ
な
い
か
。

福
祉
保
健
部
長　

ア
今
年
度
中
の

制
定
を
目
指
し
、
鋭
意
進
め
て
い
る
。

具
体
的
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
示
す
の

は
困
難
。
イ
製
作
品
の
販
路
拡
大
を

獲
得
の
た
め
に
知
恵
と
工
夫
、
努
力

と
情
熱
を
傾
け
る
べ
き
で
あ
る
。

企
画
財
政
部
長　

既
存
の
事
業
を

再
編
成
す
る
こ
と
で
補
助
対
象
と
な

ら
な
い
か
検
証
を
行
う
等
、
国
や
都

の
補
助
金
を
獲
得
す
る
よ
う
全
庁
挙

げ
て
取
り
組
ん
で
い
る
が
、
対
象
と

な
る
事
業
が
な
く
、
厳
し
い
状
況
で

あ
る
。

❷
安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
を

い
て
の
取
組
の
方
向
に
つ
い
て
再
整

理
さ
せ
て
い
た
だ
く
考
え
。

総
務
部
長　

ウ
公
共
工
事
と
民
間

工
事
と
の
契
約
や
労
働
法
制
と
の
整

合
性
等
、
整
理
す
べ
き
課
題
も
あ
り
、

か
つ
、
賃
金
条
項
を
規
定
し
た
条
例

の
制
定
は
事
業
者
、
労
働
者
、
行
政
、

市
民
に
関
わ
る
こ
と
か
ら
、
慎
重
か

つ
丁
寧
な
協
議
、
検
討
が
必
要
と
考

え
て
い
る
。
現
時
点
で
条
例
の
制
定

時
期
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
に
つ
い
て

示
す
段
階
に
至
っ
て
い
な
い
。

■
そ
の
他
、「
平
代
坂
の
ガ
ー
ド
レ

ー
ル
に
切
れ
目
を
多
く
」
を
要
求
し

ま
し
た
。

事
業
所
と
協
議
す
る
と
と
も
に
、
代

替
場
所
に
つ
い
て
も
、
市
内
民
間
施

設
に
範
囲
を
広
げ
、
検
討
し
て
い
る
。

広
報
秘
書
課
長　

ウ
今
年
５
月
１

日
版
か
ら
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
を
Ｃ
Ｄ

に
切
り
替
え
た
こ
と
を
機
に
、
今
年

度
は
全
対
象
者
へ
周
知
す
る
こ
と
と

し
た
。

市
長　

エ
見
解
は
適
切
な
時
期
に

述
べ
た
い
と
考
え
る
。
提
案
は
意
見

と
し
て
受
け
止
め
た
い
。

■
そ
の
他
、「
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
マ
イ

ノ
リ
テ
ィ
政
策
」「
若
者
の
声
を
政

策
決
定
に
い
か
す
こ
と
」
に
つ
い
て

質
問
し
ま
し
た
。

実
現
す
る
た
め
に
、
木
造
住
宅
の
耐

震
診
断
・
改
修
の
補
助
金
の
見
直
し

を
す
べ
き
。
ま
た
、
償
還
払
い
か
ら

受
領
委
任
払
い
に
す
べ
き
。

ま
ち
づ
く
り
担
当
部
長　

近
隣
に

は
小
金
井
市
よ
り
高
く
設
定
し
て
い

る
市
も
あ
る
が
、
同
程
度
の
市
も
あ

る
。
受
領
委
任
払
い
は
市
民
に
は
メ

リ
ッ
ト
だ
が
、
事
業
者
に
は
デ
メ
リ

ッ
ト
が
あ
る
。
他
市
を
調
査
す
る
。

■
そ
の
他
、「
新
庁
舎
と
（
仮
称
）

新
福
祉
会
館
を
別
棟
で
建
設
す
る
」

「
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
を
宅
地
開
発

等
指
導
要
綱
に
位
置
づ
け
る
」
こ
と

を
主
張
し
、
質
問
し
ま
し
た
。

市
の
羅
針
盤
、長
期
ビ
ジ
ョ
ン

を
早
急
に
策
定
せ
よ

市
制
60
周
年
の
取
組
状
況
と

投
票
率
向
上
施
策

庁
舎
の
床
面
積
増
や
さ
ず

図
書
館
本
館
建
て
替
え
を

財
政
健
全
化
へ
の
道
④

直
下
地
震
へ
の
備
え

障
が
い
理
解
と

差
別
解
消
の
施
策
に
つ
い
て

市
内
中
小
事
業
者
の

支
援
策
の
拡
充
を

 

公契約条例の制定

行政経営改革 担当課 管財課

実施
概要

H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28

計画
（Plan）

計 画 検 討 → 実 施 → → →

財 政 効果 ― ― ― ― ― ―
職 員 削減 ― ― ― ― ― ― ―

実施
（Do）

取 組 検 討 → → → → →

（主な取組）

・入札制度等

改善検討委員

会の開催

（主な取組）

・入札制度等

改善検討委員

会の開催

（主な取組）

・入札制度等

改善検討委員

会の開催

・契約事務適

正化検討委員

会の開催

（主な取組）

・公契約のあ

り方検討委員

会の開催

（主な取組）

・総合評価方

式評価項目の

見直し

・最低制限価

格制度下限額

の引き上げ

財 政 効果 ― ― ― ― ―
職 員 削減 ― ― ― ― ― ―

評価
（Check）

進 捗 状況 B B B B B

展開
（Action）

№50

柱

現状の契約制度に関する課題への対応として、総合評価方式の評価項目の見直し、最低制限価格制度の下限額の引き上

げ、前払金制度の上限額の引き上げ、中間前払い制度の導入、入札結果の公表範囲の拡大などの取組を進めている。今後

も引き続き公正労働基準、男女共同参画、福祉等の社会的価値の実現の推進のため、検討を進めていく。

公正労働基準、男女共同参画、福祉等の社会的価値の実現の推進のために、公契約条例
の制定を検討する。

声
の
雑
誌
「
こ
だ
ま
」
は
、
対
面

朗
読
の
会
の
協
力
の
も
と
図
書
館

が
発
行
。
小
金
井
市
内
の
タ
ウ
ン

情
報
も
収
録
さ
れ
て
い
る
。

「
公
契
約
条
例
の
制
定
」
を
明
記

し
た
第
三
次
行
財
政
改
革
大
綱
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